
上関周辺の活断層評価は
能登半島地震を引き起こした断層
と同様の問題を持っている

〜能登の話は明日の広島〜

２０２４年１月２９日

地質研究者・防災士

越智秀二

抜粋版



000253939.pdf (gsi.go.jp)に加筆
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断層面の上端

沈下

今回の地震は活断層が

約１４０㎞にわたり連動

傾斜25.4度

傾斜54.1度

長さ76.4km

長さ60.7km

東側の断層は実際の動き
が計算値よりも大きかった

https://www.gsi.go.jp/common/000253939.pdf


志賀原発の設置に伴って、活断層の評価が
おざなりにされていたことと無縁ではない。

志賀原発の耐震設計は信頼できるか (coocan.jp)

活断層はバラバラのままで評価

遠方の活断層を検討

地震・津波は小さく想定されていた

http://ksueda.eco.coocan.jp/jishin3.html


F-３断層群F-４断層群

総延長73.5㎞

活断層

上関周辺の活断層分布

上部更新統

上部更新統以上に
影響を及ぼす断層
（B1を切る断層）

中国電力上関原子力発電所敷地周辺海域の地質・地質構造
平成２２年７月 原子力発電安全審査課作成資料
（上関原発訴訟 乙第２９５号証）に加筆

屋代島33.4km40.1km

活断層が動いた場合の地震の規模
F-1断層群：Mｗ６．６
F-2断層群：Mｗ６．３
F-3断層群：Mｗ６．７
F-4断層群：Mｗ６．８
F-5断層群：Mｗ６．３

宮島

屋代島の
北西側が隆起

連動して動けばM７．３以上

上関原子力
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上関周辺の活断層でも
能登同様に「細切れ評価」



２．（１）－１屋代島の海食地形
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ひずみ蓄積が大きく、地震基盤の薄い所は

直下型地震が起こりやすいといえる

広島大学大学院早坂康隆准教授
による解析図に加筆

ひずみ蓄積中

広島湾南方は硬い岩盤が
薄く断層は動きやすい

伊予灘中央構造線の位置と伊方原発周辺の地震ポテンシャル
〜想定されるあらゆること〜早坂康隆（広島大学大学院理学研究科）
伊方原発運転差止広島裁判 2016年11月13日広島講演

広島市付近では広島湾南方が最も可能性が高い



南海トラフ周辺にたまっている地震のエネルギー



南海トラフ巨大地震とその前に起きる直下型地震
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日本原子力発電株式会社HP 001_02_001.pdf (meti.go.jp)
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https://www.enecho.meti.go.jp/category/electricity_and_gas/nuclear/001/pdf/001_02_001.pdf
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地震・火山大国日本にこんなに原発が多いのは異常

世界の原発は建設中のものも含めて５３９基
日本には、建設中のものを含めて６０基
世界の原発の１割以上が、世界の陸地の
０．２５％しかない地震・火山大国日本にある。

●

●

日本の陸地の面積は世界の０．２５％
ここに出ている地震と火山のエネルギーは
世界全体の約１０％（年平均）
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現地徹底ルポ 危険地帯への建設を黙認し
てきた国と御用学者の大罪を暴く 大飯、
志賀原発を破壊する「M7級活断層」

審査を骨抜きにする男
再び冒頭の問いに戻る。なぜ、活断層の上に原

発が建てられたのか。
鍵を握るのは、旧通産省の工業技術院地質調査

所に20年超も在籍し、原発の立地審査に携わって
きた衣笠善博氏(67・東工大名誉教授)という人物
だ。『福島原発事故の「犯罪」を裁く』(共著)な
どの著者で作家の広瀬隆氏は、衣笠氏が杜撰な審
査を主導してきたと指摘する。
「私は福島第一原発事故を招いた当事者たちを、
『業務上過失致死傷罪』で東京地検に告発しまし
た(8月1日、受理)。その被告の一人が活断層の審
査に携わり、活断層を短く見積もったり、なかっ
たことにして審査を骨抜きにしてきた衣笠氏です。
'09年に行われた福島第一原発の耐震安全性評価
(バックチェック)をはじめ、彼は日本中のほとん
どすべての原発の審査に関わっています」

現地徹底ルポ 危険地帯への建設を黙認してきた国と御用学者の
大罪を暴く 大飯、志賀原発を破壊する「M7級活断層」（フラ
イデー） | 現代ビジネス | 講談社（3/4） (gendai.media)

https://gendai.media/list/tag/%E9%9B%91%E8%AA%8C
http://www.amazon.co.jp/gp/product/4796686428/ref=as_li_qf_sp_asin_il_tl?ie=UTF8&camp=247&creative=1211&creativeASIN=4796686428&linkCode=as2&tag=mo04-22
https://gendai.media/articles/-/33328?page=3
https://gendai.media/articles/-/33328?page=3
https://gendai.media/articles/-/33328?page=3


衣笠氏が審査に携わった東京電力の柏崎刈羽原発
(新潟県)は、'07年に直下型地震に襲われ、放射性
物質を含む水が漏れた。また、中国電力の島根原
発3号機の設置審査の際、8kmと値切った島根原発
周辺の活断層は、後に22kmに訂正されている。こ
の審査で衣笠氏は中国電力を技術指導するととも
に、国の審査にも関わっている。申請する側と審
査する側の一人二役を務めているのだから、公平
な審査など望むべくもない。

また、衣笠氏は志賀原発の審査でもひとつながりの
活断層を無理矢理3つに分けて評価し、想定地震規
模を過小評価したと指摘されている。このため、
'07年の能登半島地震では、志賀原発は〝想定外〟
の揺れに襲われることになった。前述の福島第一原
発のバックチェックでは大津波の可能性を指摘する
声を無視し、周辺の断層の長さを〝値切る〟ことに
終始した。衣笠氏は、現在も新潟県原子力安全対策
課の技術委員会のメンバーとして活動している。杜
撰な審査を続けてきた衣笠氏をつくば市内の自宅で
直撃した。
---フライデーですが、原発立地審査の件で質問があ
ります。
「は? 一切、答えられませんよ!」

現地徹底ルポ 危険地帯への建設を黙認してきた国と御用学者の
大罪を暴く 大飯、志賀原発を破壊する「M7級活断層」（フラ
イデー） | 現代ビジネス | 講談社（3/4） (gendai.media)

https://gendai.media/articles/-/33328?page=3
https://gendai.media/articles/-/33328?page=3
https://gendai.media/articles/-/33328?page=3


衣笠 善博（きぬがさ よしひろ、1944年 - ）は、日本の地質学者、東京工業大学名誉教授。
活断層の専門家として知られる。

経歴[編集]

1967年、北海道大学理学部地質学鉱物学科卒業。1982年、工業技術院地質調査所（現産
業技術総合研究所地質調査総合センター）課長。1995年、同調査所首席研究官。1999年、
東京工業大学教授。2010年3月定年退職、東京工業大学名誉教授。
1990年、論文 " Regional Characteristics of Active Faults in Japan and Active Fault Front " 

(「日本の活断層の地域特性と活断層フロント」)で理学博士（北海道大学）。2003年-

2005年、原子力安全基盤調査研究「地震規模評価のための活断層のセグメンテーションに
関する研究」に参加。専門分野は、地震地質学・環境地質学・応用地質学[1]。
総合資源エネルギー調査会原子力安全・保安部会耐震・構造設計小委員会の地震・津波・
地質・地盤合同ワーキンググループサブグループ「グループA」主査なども務め、多くの
原子力発電所の立地審査に携わってきた[2]。
2012年7月、新潟県原子力発電所の安全管理に関する技術委員会委員[3]。
2017年11月、瑞宝小綬章受章[4][5]。

衣笠善博 - Wikipedia

https://ja.wikipedia.org/wiki/1944%E5%B9%B4
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https://ja.wikipedia.org/wiki/1995%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/1999%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/2010%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AE%9A%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/1990%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/2003%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/2005%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%A1%A3%E7%AC%A0%E5%96%84%E5%8D%9A#cite_note-kensaku-1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%B7%8F%E5%90%88%E8%B3%87%E6%BA%90%E3%82%A8%E3%83%8D%E3%83%AB%E3%82%AE%E3%83%BC%E8%AA%BF%E6%9F%BB%E4%BC%9A
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① 椋野
② 外入 郷
③ 平野 鎌田
④ 佐連
⑤ 大積/小積 
⑥ 船越
⑦ 瀬戸
⑧ 下田

⑦ ①

⑥

②

④

⑧

③

遡上高16m

遡上高23.5m

3m+?

集落の６割が津波でやられた

田に船が打ち上げられた。

・７～８ｍの津波伝承

津波で牛が流された。
海岸の石垣が
すべて流された

急激な海面低下（引き波）で
岩礁（太鼓岩）が現れた。

1361年正平地震

糸車ごと津波で流された津波のときはこの
小山の上まで上がれ

4.5m+?

周防大島町

屋代島に残る津波伝承 ７か所は安政南海地震の津波、１か所は正平地震の津波

地理院地図 / GSI Maps｜国土地理院

2km

災害教訓事例集（2020年）山口県
20126.pdf (yamaguchi.lg.jp)
と現地踏査をもとに作成

過去の地震では、隣の島に
こんな津波が来ている。

上関付近は、巨大地震に見舞われれば、安全に速やかに避難できる状態ではなくなる。

https://maps.gsi.go.jp/#18/33.953895/132.237402/&base=std&ls=std&disp=1&vs=c1g1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f1
https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/uploaded/attachment/20126.pdf
https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/uploaded/attachment/20126.pdf


★

瀬戸内地域での巨大地震被害の痕跡

★
★

★
A

B

C
D

A 周防大島

B 宮島弥山の舟岩

コアストーンが崩落したもの

C
尾道艮神社の大岩

コアストーンが崩落したもの

D

室町時代の地震と津波で消えた港町

福山市走島

時代未詳

６８４年の白鳳地震の可能性大

1854年南海地震の津波

瀬戸内海地域といえども
巨大地震被害、津波には要注意！



もし、珠洲市に原発が建設されていたら…

1986年４月26日 チェルノブイリ原発大事故

６月 市議会原発誘致決議

1988年12月 関西電力が知事と珠洲市長に原発の事前調査を申入れ

1989年～1990年 「珠洲原発反対闘争」

1990年 土地共有化基金開始 反原発議員４名誕生

1993年 市長選挙で違法行為 能登（志賀）原発強行

1996年 市長選挙無効訴訟で勝訴、やり直し選挙で推進派

推進派市長当選（翌日市役所に警察、助役辞任）

1997年3月議会で市長が「電源立地を前提にした地域振興策」

についての「市民フォーラム」の立ち上げを提案

しかし、

2003年12月 珠洲原発凍結決定

1975年 珠洲原発計画の浮上
1978年 珠洲原発反対連絡協議会の発足
1979年  アメリカのスリーマイル島原発の大事故

原発静観、石炭火電推進 （コスト高で断念）
1983年12月 再び原発推進
1986年4月 原発推進市長誕生

今回、原子力災害の懸念がなかったのはせめてもの救い。
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